
Title 伊藤研究室(基礎工学部,<特集>大阪大学)

Author(s) 伊藤, 順吉

Citation 物性研究 (1965), 4(4): 243-246

Issue Date 1965-07-20

URL http://hdl.handle.net/2433/85770

Right

Type Departmental Bulletin Paper

Textversion publisher

Kyoto University



基礎工学部範介

あげた研究の成果について書くのは遠慮しますOさいきんのことをすこしばか

り書きますO永富はいま･スク リュ｣磁気構造に関する磁性のレヴューをSeitか

Turhbullに出すぺく特を出しています｡中村はスピン波についてすこ しばか

り仕事をしましたO望月は永宮といっしょにCTの磁性をしらべましたO恒藤

は超伝導a)今野で仕事をしてまいりましたO超伝導体における超音汝吸収に関

する恒藤の理論はアメ3)カで何度か耳にしましたO ただし.これは基礎エでは

なくBardeenの研究葦でな写れましたO

基礎工の大学院は昨年からスター トしました｡-ことしは電気工学を佐藤 した

垣谷 ,鈴束の二名が物性理論グループの学生として入 りました｡ 来季 は材料工

学科ゐ学生が卒糞しますので､大学院学生もだんだん数を増してくる見こみで

す｡

物性研究の将来は 15年前はどのようには楽観的ではないとおもいますが.

おもしろい問題がなくなつたというよう紅は理解しておりません｡ただ永富 ,

中村 ,･fE-月に閑し七いえば.;磁性痩論をやめるというわけではありませんが､

もすこし研究の間口をひろげるぺく､こころがけておりますoまた怪藤はセラ

ミクスや生物物理'にひととおりではない関心を寄せているようですOそa)うち

に.おもしろい結果a)あらわれるのを期待しておりますC (中 村 記)

伊 藤 研 究 室

研究 テ一 々

一一核磁気共鳴による物性の研究及び他の二 ,三の関連した問題

研 究 室 員

教 授 伊 藤 原 書

講 師 朝 山 邦 輔

助 手 久保田 鶴 拾 ,英 ' 貢 (交渉中)

D.●C.学生 上 田 庄 一 ,小 林 俊 一 ･紺 谷 准 将′
金 城 辰 夫
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伊藤研究室

客 員 益 田 義 賀 (神戸大) I: 三 戸 恵美子 (関学大)
当研究室では主なテーマとして､金属及び合金の問題を行っている｡そa)他

に.相転移を主にした圧力効果 ,超音波の滋気共鳴 ,レーザーによるラマン効

果なども行っている.これらについて略述する｡

掩 蔽超伝導体の核磁気共鳴

V～TvINb-ZTなどの第二種の硬超伝導錐について.その ミ?ロの性質

の研究の目的で､NMRを行った｡今用いている滋場は約10KOeで､これは

V-Ti,Nb-ZnのいづれについてもHcl よりは大分高く.H82よりははるか

に低い.まず.共鳴が観潮されるためには.試料内の磁場の不均-性があまり

大であっては駄目であるので'.共鳴の観測されるごと､及び､ どの幅の範囲で

観測出来るかが興味ある問題であったO実験の結果はV-TiのlVIは相当狭い幅

で..Nt>2,Tの Nbはそれより広いが.十分親潮可能 (-ジクム温度で)あるこ

とが判った.それでTlの馳走をかなりの温度範囲で行ったo その結果は.i/ヤ1

は expト E/kT)に比例し. Eの億も超伝導への転移温度を用いて.軟超伝導

体のBCSぬ理論による億に完全に一致したO即ち.産気共鳴の観測される部分

では.エネルギーギャップは転移温度からBCS理論によって求めたものに等し

いわけであるOこのような実験結果から結論出来ることは.この程度の磁場で

は磁束の通っているところの周囲に.磁場は充分浸み出しており.由伝導状憩

になっているところでも.観測された幅の程度の磁場変化しかなく.一方.こ

の超伝導部分では.転移温度で決められる殆んビー様なエネルギ｣ギャップの

あることであるO勿論 ,滋束が トラネプされ-ているところは.常伝導状憩で.

ギャップはあり得ないが･この部分は全体に比して_少く.共鳴の大部分は超伝

導になっているところが寄与していると考えてよかろう. 近く.60Eoeまで

の超伝導マグネッ トが入荷するので.広い磁場範餌で同様な実験を, さらに各

種の合金で行うつもりであるO

(朝山 ,益田 ,飽M.C. 1名)

野) 強滋性合金のNMR.

Fe,Co,Ni中にいろいろな金属を不純物として入れて(--その不純物a)共

鳴及び母金属の共鳴の不純物による変他を出来るだけ多くの不純物について行

うプログラムをたて.つづいて行っているOとくに,Rb,Pd.王T,Pも,Mb
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基礎工学部細介

などの遷移金属について重点をおきt広い周波教範顔で測琴を行っている｡

そa)内のいくつかのものについては.すでに共鳴を観測したが.不純物の内部

磁場については､ これまでの常磁性状葉におけるNMRのデ-タの解析を参考

にして.現象論的に内部磁場の庶囲め追及を行いつつある. しかし._現象は複

雑でより多くのデータの農畜を必要とするようであるC 母金属のⅣMRの不純物

効果も.Rb,Pdなどを入れたときには必ずしも簡単ではないようで.正碇な

共鳴線の形を求めるぺ く努力している0

-万･いわゆる巨大モーメントとして興味あるPd･Ptなどにごく少量の

Fe,Coなどを入れた強磁性合金についての研究も行っているQPも-Feのと

きは600･F'B/Secから 100LLC/See-位にわたる､いくっかめ構造をもつ共鳴 ,

Pd-Coではやはり線構造をもつ広い範囲の共鳴を持?ているが､始め考えてい

たよりは遥かに複雑で.全濃度億域について広範囲の研究を行う必要のあるこ

とを認め.この二つの合金については.強磁性である全濃度範囲を自虐にして

実験を行いつつある｡かなりのデーターが集積したが､未だにその解釈は歯発

であり.Tl,T2などの測定と併せて､続行中であるo 例えば Co-Pdでは､

Corichでは勿論 220LLC/SeC附華にCoの共鳴が出るが.Pdの濃度と共

に 150Fee/SeC附近に強い広い共鳴が現われ. 220PC/SePの線は消えるが.

Coの濃度が大へん少くなり巨大モーメントの範囲gTLなると再び220LIC/See

附近に鋭い強い共鳴が現われるo解釈は全 く困難で困惑しているd -Pdの共鳴

はさらに低い周波数にあらわれているO

(小林 ,紺谷 ,飽M C2)

tC) その他のⅣMR関係の研究

久保氏によって提唱された金属細粉の問題をNMRの手段で,銅について

行っている｡ 試料は名大上田研で作っていただいたo緬粉になる程高温で

(4.20以下であるが).共鳴は消失してしまう｡目下続行中であるが. これ

また解釈は出来ていない｡ (三 戸)

金 属単結晶でNLtIRを行う目的で.Aエ単結晶で超音波による直接のⅣMR

を観測すべく実験を行っているが..未だ信号は撮られていない｡ (金 一城)

油圧による 10Katm の圧力までで.相転移の圧力効果を研究するために

NMR ,魚解析 ,音速測定 ,誘電率測定などの装置を作 りつつある｡ 一部は完
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成し.打払C1の相転移の実験を行った｡これは更に高圧に拡張することを目標

にしているC (上 田)

銅 L'-ザ一によるラマン効琴の研究 ･

ルビーの巨大パルスレーザーにLより､物質の高出力光の下でのふるまいを

研究することを開始したD固体の問題が目標であるが.まず.NO206HSの
/

ⅩerT セルによる巨大パルスレーザ丁で∴C6島 のラマン効果を実験し.光の

mixingによる多種多様のスぺク lJレを得たoこの方面の実験及び固体への拡

張を準備中であるO (久保田 ,飽M.C.1)

(伊 藤 記)

小 谷 研 究 室

教 授 小 谷 正 ･雄

助教授 福 留 秀 雄
(併任手鏡車)

助 手 森 本 英 樹

大 塚 仁 一也ノ

D.C.の大学院学生はありません｡

(研究 内容 の梗概 )

今年 4月から大阪大学基礎工学部に移って､薪らしい研究室を建設中ですO

もつとも_.2名の助手も東京から移りましたi,研究題目の大細は東京大学理学

部で近年行ってきた生体分子の物性に関するものが主ですが.大坂大学には学

部研究所を通じて朗遠研究室が多いので.それらの研究室との相互作用のも̀と

に研究が発鹿してゆくことを希望していますOまた基礎工学部内で田崎助教授

の研究室とはほとんど分離できないはど密接に協力が行われておりますB

現在主力を置いている問題掘ぺモグロ′ビン ,ミオグロビンのようにFe を含

んだ蛋白質分子の物性を∴deを童心として研究することです｡これ ら釘いわ

ゆる-ム琴白質分子セはiF6 は 二 ム と呼ばれる構造の中に組み込まれては

ば ocもahedr-左iに､6配鹿_a鳩 体の中,咋 なっていると見られます｡1
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